
    

   
     

全
国
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は
。 

本
学
が
創
設
さ
れ
て
今
年
で
五

十
八
年
目
を
迎
え
、
こ
の
た
び
長

年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
同
窓

会
会
報
」
を
発
行
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
八
年
四
月
に
開
学
さ

れ
た
「
奈
良
県
立
短
期
大
学
」
が
、

先
人
の
熱
い
思
い
と
た
ゆ
ま
ぬ
ご

努
力
に
よ
っ
て
、「
奈
良
県
立
商
科

大
学
」
を
経
て
、
昼
間
四
年
制
の

「
奈
良
県
立
大
学
」
と
し
て
発
展

し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
「
勤
労
学
徒
に
広
く
学

術
研
究
の
道
を
開
き
、
文
化
の
進

展
と
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
。
」
と
い
う
建
学
精
神
の
下
に
、

五
九
〇
〇
名
を
越
え
る
優
秀
な
人

材
を
世
に
送
り
出
し
て
来
ま
し
た
。 

同
窓
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

大
き
く
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、

奈
良
県
下
三
市
の
市
長
に
本
学
卒

業
生
が
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
各
界

各
層
で
本
学
卒
業
生
が
活
躍
さ
れ 

      て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
同
窓
会
活
動
に
目
を
移

し
ま
す
と
「
個
人
情
報
保
護
法
」

や
「
市
町
村
合
併
」
な
ど
に
よ
っ

て
、
従
来
の
「
名
簿
管
理
中
心
」

の
同
窓
会
活
動
は
既
に
限
界
に
達

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
学
生
構
成
も
「
県
内
生

中
心
」
か
ら
「
県
外
生
中
心
」
へ

と
変
化
し
、
全
国
か
ら
学
生
を
受

け
入
れ
る
今
日
で
は
、
同
窓
会
の

活
動
も
新
た
な
方
向
性
が
求
め
ら

れ
て
来
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー 

          

ト
」
や
「
在
学
生
と
地
域
社
会
と

の
交
流
」
な
ど
様
々
な
面
で
「
同

窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
」
に 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
変
化
を
背
景
に
、

本
年
度
総
会
に
お
い
て
「
役
員
体

制
の
抜
本
的
立
て
直
し
」
と
「
新

た
な
活
動
方
針
」
が
樹
立
さ
れ
、

本
日
、
そ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
で
あ 

り
ま
す
「
会
報
」
を
お
届
け
す
る 

     

会
報
の
第
一
号
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
簡
単
に
本
学
の
沿
革
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。 

昭
和
二
十
八
年
に
夜
間
課
程
の

奈
良
県
立
短
期
大
学
と
し
て
開
学

し
、
平
成
二
年
に
夜
間
課
程
の
み

の
四
年
制
大
学
と
し
て
奈
良
県
立

商
科
大
学
商
学
部
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。 

平
成
十
三
年
に
商
学
部
を
改
組

転
換
し
て
地
域
創
造
学
部
が
開
設

さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
奈
良

県
立
大
学
と
い
う
名
称
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
が
、
形
態
は
夜
間
学
部

の
ま
ま
で
し
た
。 

平
成
十
九
年
度
か
ら
昼
間
学
部

に
移
行
し
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま

し
た
。 

平
成
二
十
二
年
度
は
地
域
創
造 

こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
す
。 

今
後
、
年
二
回
の
発
刊
を
目
途

に
、
三
年
後
の
「
開
学
六
十
周
年

記
念
総
会
」
に
向
け
て
、
役
員
一 

同
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
な
が
ら
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
発
刊
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

      

学
部
開
設
十
周
年
に
当
た
り
、

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日
に
は
中

国
や
韓
国
か
ら
も
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。 

同
時
に
上
海
師
範
大
学
旅
遊
学

院
と
の
学
術
交
流
協
定
も
締
結
さ

れ
、
本
学
に
お
け
る
国
際
化
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

今
年
度
の
秋
華
祭
（
学
園
祭
）

に
合
わ
せ
て
、
平
成
二
十
二
年
十

一
月
七
日
に
奈
良
県
立
大
学
同
窓

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
同
窓
生
の
方
々
が
母
校
を
訪

れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

本
学
の
前
身
で
あ
る
奈
良
県
立

短
期
大
学
、
奈
良
県
立
商
科
大
学

の
卒
業
生
を
含
め
る
と
約
六
千
名

に
上
る
同
窓
生
が
お
ら
れ
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
は
短
期
大
学
の

開
学
か
ら
数
え
る
と
六
十
周
年
に

当
た
り
ま
す
。 

本
学
は
、
そ
の
歴
史
の
中
で
発

展
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
在
学

生
ま
た
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
活

躍
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。 

総
会
で
は
、
同
窓
会
の
組
織
を

改
め
、
新
た
な
体
制
の
も
と
で
、

会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
、

「
積
極
的
に
本
学
の
た
め
に
ご
尽

力
下
さ
る
」
と
の
強
い
決
意
を
伺

い
ま
し
た
。 

同
窓
会
組
織
の
基
盤
づ
く
り
、

会
報
の
定
期
的
発
行
、
講
演
会
や

研
修
会
の
開
催
、
在
学
生
に
対
す

る
研
修
支
援
活
動
等
、
具
体
的
な

事
業
計
画
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
の
本
学

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施

に
向
け
て
準
備
も
始
め
て
下
さ
い

ま
し
た
。 

大
学
と
し
て
も
設
置
者
で
あ
る

県
に
お
願
い
し
て
、
本
学
が
在
学

生
や
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
、
そ
し

て
地
域
の
人
々
に
も
誇
り
に
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
学
に
な

る
よ
う
教
職
員
共
々
努
力
し
て
参

り
ま
す
。 

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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内 

容 
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『
事
業
部
活
動
計
画
』 

一
．
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ 

講
師
は
出
来
る
だ
け
卒
業
生
に

お
願
し
、
医
療
、
福
祉
介
護
、
年

金
、
経
済
、
就
職
等
多
く
の
卒
業

生
が
興
味
の
あ
る
分
野
か
ら
選
択

す
る
。 

短
期
大
学
卒
業
生
・
商
科
大
学

卒
業
生
・
県
立
大
学
卒
業
生
お
よ

び
恩
師
の
先
生
方
が
互
い
に
交
流

を
深
め
る
集
い
と
し
て
、
大
学
内

に
お
い
て
十
月
に
開
催
す
る
。（
六

十
周
年
記
念
事
業
と
は
別
途
に
毎

年
開
催
を
予
定
） 

三
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
参
加
者
に

近
況
や
事
業
紹
介
な
ど
自
由
に 

Ｐ
Ｒ
の
場
を
提
供
。 

  

       

計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
講
演
会 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
部
の 

・
卒
業
生
の
紹
介 

事
業
担
当
副
会
長 

楠 

本 

雅 

章 
  

三
．「
第
一
回 

ま
ほ
ろ
ば
還
暦 

同
窓
会
役
員
の
ほ
か
希
望
が
あ

れ
ば
卒
業
生
で
プ
ロ
の
方
も
含
め

て
模
擬
店
を
開
設
。 

大
学
近
隣
を
流
れ
、
歌
集
に
も

詠
ま
れ
て
い
る
「
佐
保
川
」（
か
つ

て
は
蛍
も
飛
び
交
っ
て
い
た
）
の

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
地
域

の
方
々
と
共
に
行
い
ま
す
。（
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

日
程
調
整
中
） 

（
奈
良
県
立
大
学
軟
式
野
球
部
は

第
三
十
二
回
全
国
学
生
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
） 

平
城
遷
都
千
三
百
年
記
念
の
平

成
二
十
三
年
十
月
十
日
～
十
三
日

に
平
城
遷
都
大
極
殿
前
広
場
で
開

催
さ
れ
る
六
十
歳
以
上
の
野
球
大

会
に
後
援
団
体
と
し
て
協
力
す
る
。 

 

二
．「
地
域
」
と
の
関
わ
り
を 

 

 

・
模
擬
店 

も
つ
活
動
の
推
進 

軟
式
野
球
大
会
」
を
後
援 

『
学
部
支
援
計
画
』 

 

学
部
支
援
担
当
副
会
長 

野 

口 

邦 

興 

学
部
支
援
部
で
は
、
卒
業
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
学
外

研
修
や
各
種
講
演
会
な
ど
を
通
じ

て
、
在
学
生
の
大
学
内
に
お
け
る

授
業
・
研
究
を
地
域
レ
ベ
ル
に
広

げ
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

  

二
．
同
窓
会
報
の
発
行 

一
．
学
外
研
修
お
よ
び
学
内
講
座 

配
布
先
は
卒
業
生
（
初
回
の
み

郵
送
。
次
回
か
ら
は
原
則
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
た
だ
し
、
希

望
者
に
は
実
費
で
の
郵
送
も
検
討

す
る
。
）
、
お
よ
び
大
学
教
職
員
、

在
学
生
と
す
る
。 

学
外
研
修
お
よ
び
学
内
講
座
は
、

い
ず
れ
も
地
域
創
造
学
部
の
要
請

お
よ
び
在
学
生
の
要
望
内
容
を
踏

ま
え
実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

会
報
の
発
行
は
年
間
二
回
を
基

準
と
し
、
紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

内
容
は
、
同
窓
会
の
連
絡
事
項

や
活
動
状
況
、
行
事
・
研
修
等
の

案
内
な
ら
び
に
本
学
学
長
お
よ
び

教
職
員
、
学
生
、
卒
業
生
か
ら
の

投
稿
文
な
ど
を
掲
載
す
る
。 

一
回
開
催
す
る
。
（
日
程
調
整
中
） 

発
行
者
な
ら
び
に
文
責
は
同
窓

会
長
と
す
る
。 

・
学
内
講
座 

・
学
外
研
修 

年
間
三
～
四
回
開
催
予
定 

三
回
目 

 

九
～
十
月 

二
回
目 

 

八
月 

一
回
目 
 

五
～
六
月 

四
回
目 

 

二
～
三
月 

大
学
側
と
調
整
の
う
え
毎
年 

 『
総
務
部
活
動
計
画
』 

 

総
務
担
当
副
会
長 

曲 

渕 

和 

子 
 

総
務
部
で
は
同
窓
会
全
体
の
事

務
を
総
括
し
、「
総
会
」「
役
員
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
会
議
の
運

営
に
当
た
り
ま
す
。 

ま
た
、
財
政
な
ら
び
に
「
同
窓

会
名
簿
」
の
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

を
担
当
し
ま
す
。 

 一
．
財
政
計
画 

同
窓
会
費
（
二
十
四
年
度
か
ら

入
会
金
一
万
円
）
の
ほ
か
、
寄
付

金
等
に
よ
り
財
政
を
確
立
し
、
毎

年
一
回
、
役
員
会
の
承
認
を
経
て

決
算
お
よ
び
監
査
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
行
事
ご
と
に
参
加
費
を

徴
収
す
る
場
合
は
、
担
当
部
会
で

都
度
決
算
を
行
い
ま
す
。 

 二
．
名
簿
管
理 

同
窓
会
の
名
簿
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
基
づ
き
管
理
し
、
個
人

情
報
の
流
出
等
の
事
故
が
無
い
よ

う
厳
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。 

 三
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
同
窓
会

規
約
」「
役
員
構
成
」
の
ほ
か
「
総

会
な
ら
び
に
各
種
行
事
の
案
内
」

「
会
員
相
互
の
連
絡
掲
示
板
」「
同

窓
会
報
」
な
ど
、
同
窓
会
活
動
の

最
新
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。 

末
尾
記
載
の
ア
ド
レ
ス
お
よ
び

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
活
用
下
さ
い
。 

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会

員
登
録
・
住
所
変
更
が
出
来
ま
す
。 

   

秋華祭（学園祭）での模擬店 

お
知
ら
せ 

・
同
窓
会
な
ら
び
に
会
報
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。 

結
果
は
次
号
の
会
報
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

・
二
十
二
年
度 

卒
業
式 

 

三
月
十
五
日
（
火
）
十
時
～ 

 

・
二
十
三
年
度 

入
学
式 

四
月 

五
日
（
火
）
十
時
～ 

場
所
（
い
ず
れ
も
） 

奈
良
市
春
日
野
町
一
〇
一 

新
公
会
堂 

能
楽
ホ
ー
ル 

（
お
問
合
せ
先
） 

〒 

六
三
〇
‐
八
五
三
〇 

奈
良
市
船
橋
町
十
番
地 

奈
良
県
立
大
学
内 

奈
良
県
立
大
学
同
窓
会 

「
同
窓
会
報
」
編
集
委
員
会 

〇
七
四
二
‐
四
六
‐
四
九
七
八 

（
電
子
メ
ー
ル
）
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（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 
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